
６月２１日は夏至でしたが、生憎の天気で夏至は実感できませんでした。梅雨入り前に、

梅雨が明けたような天気が続いていました。平年より２週間遅れでやっと梅雨入りとな

りました。この季節になると田舎？郊外？では家の前や畑の脇などにタチアオイの花が

咲いています。(亀井地区でもたくさん見ました)花が咲き始めると梅雨に入り、花が先

端の方まで咲くと梅雨が終わると言われているそうですが、梅雨入りが遅かったせいか、

ずっと前に花は咲き始め、梅雨に入った頃にはすでに先の方まで咲いていました。梅雨寒

という言葉は死語のように高温多湿の日が続いています。(今、職員室と応接室のエアコンが壊れてしまい、かなり厳しいです。) 

さて、幼稚園ではプール遊びが始まりました。順調に実施できています。 

 

 
 

たくさんの農業体験から本物の食育へ  －６月の鳩山幼稚園は農繁期－ 
 ６月はたくさんの行事がありました。特に栽培関係の取組が多かったかと思います。まさに鳩山幼稚園

は農繁期のようでした。 

＜ジャガイモ掘り＞６月１１日(火)  

3 月にタネイモを植えてから、6 月の収穫まで 3 ヶ月。4 月に芽が出た様子を見に行き、5 月にはジ

ャガイモの花を見て、(ジャガイモの)花摘みをしたり、6月には茎が倒れてきたのでいよいよ収穫となり

ました。例年より茎が倒れるのが遅く少し心配しましたが、良いジャガイモがたくさんとれました。キタ

アカリ、サヤアカネ、アンデスレッドの 3 種類です。

この後幼稚園ではいつも好評だった「イモ餅」をみんな

で作って食べます。育て、観察し、食する過程を大切に

する本物の食育です。その他にとれたジャガイモは一人

約２．５kg持ち帰りました。家庭でも子供たちと一緒に

食育に役立ててください。 

 

＜田んぼ体験・田植え＞６月１３日(木)  

素足で田んぼに入る感触や、いつも食べている日本人のソールフード「お米」について、どのように出

来るのか、幼児なりの学びを育てたいと考え 3 年前から田んぼ体験を始めました。今年は亀井小の５年

生の「総合的な学習の時間」に行っている稲作活動に一緒に参加させてもらいました。営農組合さんや亀

井小の校長先生、前教育長さんなど多くの皆さんのご理解・ご協力を得て体験することができました。ま

た、当日は保護者の方も見学に来てくれました。一緒に田植えの体験をしてくれました。(初体験だそう

です。) 

本物の田んぼとは別に、今年も園庭では発泡スチロール田んぼで稲を育て始めました。昨年の籾を芽出

しして苗の大きさに育ったものを、発泡スチロールの中に土と水を入れて田んぼにし、にじ組の子供たち

が苗を植えました。園庭でも苗が育っていく様子が観察できます。昨年度は思った以上に実りました。子

供たちが根気よくすり鉢とボールで籾摺りをし、２合位の玄米になりました。一人一人がサランラップ塩

結びにして食べました。玄米でしたがもちもちしていておいしかったです。亀井の田んぼも発泡スチロー

ル田んぼもうまくいくと良いのですが。亀井の田んぼも時々園バスで見に行きたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

＜ダイズの種まき＞6月 17日(月) 泉井交流体験エリアとの連携事業第 2弾 

今まで普通の枝豆(黄色系)や茶豆、鳩山産黒大豆(宇宙大豆)の栽培に挑戦しましたが、満足に出来たこ

とは一度もありませんでした。今回は農業指導者の大塚さんに、大豆栽培を教えてもらえることになりま

した。当日までに畑の準備もしてあり、子供たちは一人１列 20 ㎝の間隔で 2 粒ずつまきました。始ま

る前には大塚さんから、芽が出て成長し、枝豆で食べた後は大豆にして味噌作りへとつなげていきます。

子供たちは自分たちがまいた種が５日位経つと芽を出し、小さな白い花を咲かせてやがて大好きな枝豆

になり、そのまま畑に放置するとダイズになって、いろいろな食品になることを幼児なりに活動の導入と

して知ります。子供たちは自分たちがまいた種の５日後を楽しみに待つことになります。 

さて、小学校３年生の国語で「すがたをかえる大豆」という教材がありますが、まるでこの活動(大豆

の栽培)のその後のようです。子供たちの中できっと残るものがあると思います。種をまいた次の日が雨

で、５日後にはきれいに芽が出ました。 

＊この日は山村短大の学生がグループ学習で来園していて一緒に手伝ってくれました。 

これからも継続し
て様々な栽培物の
お世話や観察をし
て、たくさんの実
りにつなげていき
たいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

時 期 もも さくら 組 に じ 組 

７月上旬 

中旬 

下旬 

シャボン玉で遊ぶ。 

・大小色々なシャボン玉を作って遊ぶ。 

七夕の飾りを作る。 

・短冊に願い事を書いて飾る。 

水遊びをする。 

・自分で水着の脱ぎ着をする。 

・指絵の具で遊ぶ。 

・園庭で水鉄砲で遊ぶ。 

・プールでの約束事を知って遊ぶ 

シャボン玉で遊ぶ。 
・ 大きなシャボン玉を作る。 
七夕飾りを作る。 
・願い事を短冊に書く。 
 
観察絵を描く。 
 
水遊びをする。 
・指絵の具で遊ぶ 
・園庭で水鉄砲で遊ぶ。 
・プールの約束を守って遊ぶ。 

 

 

 

水やり 

ザリガニ観察  

 

 

プランターの草取り 

植えられるのを待つ苗 

＜詩の投稿について＞読売新聞への「こどもの詩」を再度募集します。提出されたものはまとめて投稿します。 

 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

お化け屋敷 

 

 

 

教育委員会訪問 

給食風景 

水遊び 

 

 

 

 

指絵の具で遊ぶ 

 

ビワ狩り 

 

 

 

ビデオ試写会 

虫歯予防デー 

もも・さくら組 

 

 

！ 

 

 

 

にじ組・中あて 

リズム楽器演奏 七夕飾り 

街も出来た！ 

 

 

 

避難訓練 

 

 

ピタゴラスイッチ♬ 

かけたよ！ 絵具遊び 

 

 

 

 

 

ミニトマトそろそろかな？ 

お化け屋敷にご招
待を受けました。
こわかった！ 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

『はしるのだいすき！』 

もも組担任 窪田幸恵 さくら組担任 坂野繭菜 

  

5 月に入ってから、ホールでダンボールで出来ている家を使って「オオカミさんいまなん

じ？」というゲームに繰り返し取り組んでいます。教師がオオカミの役になり、家から飛び出

してきた子供たちが、次の家に入るまでの間にオオカミから逃げるゲームです。 

ゲームのルールが分かるまで戸惑っていたもも・さくら組さんでしたが、ルールが分かると、

大きな声で「いまなんじ？」と言えるようになりました。繰り返し取り組むと、「次は私がオオ

カミやりたい！」と伝えて、にじ組さんを誘って順番にオオカミの役をやったり、「こっちだ

よ！いそいで！」と逃げる友達に声を掛けたりして、みんなでゲームを楽しむ姿が見られるよ

うになりました。 

 

5 月の保育参観の頃から、走ることが大好きなもも・さくら組さん。友達と一緒の生活に少

しずつ慣れてきたこところで、みんなで走り回ることを楽しむゲームを取り入れました。オオ

カミから逃げる時には、「キャー」と声を出しながら、笑顔を見せて走り回れるようになりまし

た。引き続きみんなで一緒に、のびのびと遊べる場を作っていきたいと思っています。 

 

げんきっこ！ 

もも・さくらぐみ 

『☆友達の言葉☆』 

にじ組担任 星野佐和子 

水遊びが始まると、「先生、今日も雨どいで遊びたい！」と色々な形の雨どいを砂場で組み、水を流す装

置を作る“雨どい遊び”が始まります。今、その遊びに夢中のA君、B君、C 君、この日も早速雨どい遊

びが始まりました。段々と組み上がっていく雨どいを見てA君は「水は高い所へは上らないよ！」と、B

君に伝えます。すると、B 君は少し考えて「砂を掘って低くすればいいんじゃない？」と、流れ着く先が

低くなるように砂を掘り始めました。それを見ていた A 君も「うんうん。」といった様子で再度、雨どい

を並べ始めました。暫くして、全体を見渡したA君は「B君、そこの重ね方は逆にした方がいいよ！」と

声を掛けました。すると「えーなんでだよ！」と、少し納得のいかない様子のB君。私もA君に「どうし

て逆にした方がいいの？」と、問いかけるとA君が「このままだと、水が逃げちゃうからだよ！」と、理

由を伝えました。「へーそうなんだ！」と納得した B 君は、重ね方を上下逆にして組み直しました。そこ

へ、C 君が「ねえ、そろそろ水を流してみたいな！」と２人に声を掛けました。「いいね、そうしよう！」

と、わくわくした様子で流した水は、上手くコースを流れていきました。３人は「やったー！流れた！」

と、とても盛り上がり、その後も手直しをしながら遊び、満足そうな３人の姿がありました。 

 

初めは雨どいを上手く組めずに、失敗もしていたけれど、友達と一緒に雨どいで遊んだことで盛り上が

り、色々なアイディアが浮かんできた男の子達！にじ組になり、友達の言葉を受けて遊びを作り上げる楽

しさを味わえる姿が見られるようになってきています。これからも、遊びの中で子供たちそれぞれが持つ

素敵なアイディアに気付けるような場を沢山作っていきたいと思います。 

 


